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意見内容
現在の対応状況（今後の対応方針、見通し）

及びその理由
担当部局

1 難波小学校芝生化してほしい。 　運動場等の芝生化は、学校と地域の皆さんの協力体制や水の確保など、条件が整っ
た学校から申し出ていただいて、取り組むことにしています。
　芝生化には、けがの防止やのびのびと運動ができることによる運動能力の向上、熱
中症の予防や砂ぼこり対策など様々な効果があります。また児童と教員、地域の皆さ
んが協働で芝生を植え育てることにより、地域と学校との交流を図ることにもつながりま
す。
　ぜひ、難波小学校でも実施に向けてご検討いただけたらと考えています。
（参考）
　現在の小・中学校での芝生化実施校について
　　　平成２４年度　潮見小学校　（運動場　約８００㎡）
　　　平成２５年度　雄新中学校　（中庭　　約６００㎡）
　　　平成２６年度　久米小学校　（運動場　約９００㎡）
　その他施設の芝生化について
　　　平成２３年度　坂本幼稚園・石井保育園・山越保育園
　　　平成２４年度　三津浜幼稚園・朝美保育園・浅海保育園・松山市地域交流センター
　　　平成２５年度　石井幼稚園、道後保育園、粟井保育園
　　　平成２６年度　荏原幼稚園・五明幼稚園・八雲保育園・生石保育園

教育委員会
事務局

2 難波地区活性化のため、サイクリングロードの
整備を検討してほしい。

　近年、環境や健康などの観点から、自転車が注目され、サイクリングロードの整備を
望む意見も寄せられています。
　現在、愛媛県が中心となって、「愛媛マルゴト自転車道」という構想を掲げ、「しまなみ
海道」をはじめ、愛媛全体がサイクリストの聖地となることを目指しています。
　昨年（平成25年）10月に国土交通省・愛媛県・松山市が連携し、しまなみ海道から国
道196号の海岸線を通り、道後温泉までを結ぶ「松山・今治サイクリングコース」に、サイ
クリストを誘導するための「ブルーライン」と呼ばれる路面標示の整備を行いました。
　また、道の駅「風和里」では、指定管理者の協力によりスポーツサイクル用の駐輪ラッ
クを設置するなど、サイクリストの受入態勢を整えています。

都市整備部
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4 鴻之坂線入口の市道の舗装幅が狭いので広
げてほしい。
石風呂の市道が少しの雨で浸水するので、改
修してほしい。

　鴻之坂線入口の市道については、平成24年9月に地元関係者と現地立会を行い、ご
要望の区間は、舗装幅を概ね4ｍ確保していることから、舗装幅を広げることは難しい
状況でした。
　平成26年6月、この市道について改めて地域から道路拡幅の要望がありましたので、
平成26年7月2日に地元関係者と現地で立会し、一部未舗装の部分を含め,舗装の工事
を実施することになりました。
　石風呂の市道については、平成25年3月、道路の浸水を軽減するため路面に雨水マ
スを設置しました。

都市整備部

5 リフレッシュパークの利用計画は決まっている
のか

　北部地域のスポーツ・健康づくりの拠点として、これまでサッカー場や体育館などのス
ポーツ施設を整備してきました。さらに野球等ができるグラウンドをリフレッシュパークに
整備します。
　施設の概要について、中堅122.0ｍ、両翼99.1ｍの野球場2面は、坊っちゃん、マドン
ナ球場と同じ広さで、硬式・軟式野球、ソフトボールに対応できる真砂土を使用します。
また、駐車場約１５０台（身障者用3台）、トイレ１棟、器具倉庫を設置する予定で、工事
については今年度（平成26年度）から着手し、27年度に完成する予定です。

都市整備部

農業振興地域には家を建てにくい。難波小学
校は児童数が少なく、親の負担が増える、競
争力がつかない等の理由で人口が流出して
いる。定住対策に行政の力を借りたい。

3 　農業振興地域制度は、今後、長期にわたって農業を振興する地域を明らかにし、土
地利用の調整を図るとともに、その地域の整備を計画的、集中的に行うことにより、農
業の健全な発展を図ることを目的にしています。
　農業振興地域に家や倉庫を建てるには、一定の要件が必要となり、例えば農業に従
事する子のための分家住宅や農業用の倉庫を建築するなど、特別な事業がある場合
に認められます。最終的には県の同意も必要ですので、事前に農林水産課・農業委員
会事務局までご相談ください。
　難波小学校では、少人数の利点を生かして一人一人の個性に応じたきめ細かな教育
を行うとともに、特色ある学校づくりのために支援したいと考えています。

産業経済部
教育委員会
事務局
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6 北条スポーツセンターの体育館を避難場所に
してもらえないか。
農林水産研究所の会議室を避難場所として
使わせてほしい。

　北条スポーツセンターの体育館を一時的に緊急避難する場所とすることについて、施
設管理者と地域の自主防災組織等との間で合意が得られていますので、一時緊急避
難所として利用できることになっています。
　　愛媛県農林水産研究所を避難場所として使用することについても、施設管理者の県
農林水産研究所にお伝えしていますので、地元関係者の皆さんと施設管理者との間で
話し合いをしていただきたいと考えています。

消防局
総合政策部

7 地区の集会所が避難所になっているが、古く
耐震構造以前の建物なので、対策をお願いし
たい。

　現在、避難所は、市民が避難時に危険を回避するため、また、高齢者などの体力的
な負担軽減も考えて、できるだけ多くの公共施設やグラウンド、空地などを一時緊急避
難場所や避難所として指定しています。
　このため災害の種類や施設の構造、被災の状況などにより避難に不向きな施設もあ
ることから、現在、避難所に指定している施設の耐震性や立地条件などの状況を把握
し、できるだけ早く災害の種別ごとに避難所として使用可能かどうか見直しを行い、地
域防災計画に掲載する予定です。
　なお北条のコミュニティ集会所は、地区が負担する維持管理費用が増大していること
から、その負担を軽減するため、平成23年度に松山市が修繕を実施し、その費用の2
分の1を地区に負担していただく「北条コミュニティ集会所修繕等に関する制度」を創設
しました。市民参画まちづくり課が窓口ですので、ご相談いただければと思います。

総合政策部
市民部

8 老朽化し危険な空家について、所有者への安
全対策を行政でやっていただけるか。

　松山市でも、空き家戸数は年々増加傾向にあり、対策に取り組む必要性が高まって
います。このような中、昨年度庁内関係課による「空き家対策検討会」を組織し、空き家
に関する様々な問題を「適正管理」と「予防・有効活用」の面から検討を進めています。
適正管理については、「松山市空き家等の適正管理に関する条例」の制定を進めてお
り、同条例で管理の行き届かない家屋について、適正な管理が行われるよう所有者に
対し、指導、勧告、命令等を行えるよう検討しています。
　ご指摘の空家については、一部瓦のずれ等が見られますが、比較的良好に管理され
ていますので、所有者に今後の適正な維持管理を文書でお願いし、定期的に経過を観
察しています。他にもご心配な空家がありましたら建築指導課にご相談下さい。

都市整備部
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9 中通と上難波の境の水路の改修について 　中通と上難波の境の水路改修については、平成22年12月に最初の申請を受け付け、
順次、工事を行っています。ご質問の箇所については、平成24年8月に地元区長や関
係者と現地で立会を行ったうえで工事に着手し、平成24年12月5日に工事を完了しまし
た。
　また申請書を提出いただいている、ほかの3箇所についても緊急性が高いことから、
今年の農業用水の利用が終わる10月頃から工事にかかる予定にしています。

下水道部

10 北条公園の計画決定区域について、農業の
補助は対象外となる。公園区域にどれだけの
メリットがあるのか。

　北条公園は、昭和47年に区域指定された都市計画公園で、俵原池地区から旧スポー
ツセンター跡地や法橋地区を含む、面積345.6haと非常に広域な総合公園で、スポー
ツ・レクリエーションの場として活用されながら、区域内に生息する多様な動植物の保
護など自然環境・生育環境の維持・保全が図られています。しかしながら、公園指定時
に、リゾート開発等を見込んだ区域の指定が行われたものの、社会情勢の変動等によ
り、現在、開設している面積は、43.2haと全体の約13％程度となっています。
　今後は、近年の人口減少・少子高齢化の急速な進行や経済状況、自然環境の保全、
今後の公園整備の実現性等を考慮して公園区域等の見直しを行うなど、新たな整備計
画を策定したいと考えています。

都市整備部

11 公共下水道が上難波、庄に入ってくる時期
は。もう入らないのなら、地域全体を合併浄化
槽にしないといけないと思う。

　公共下水道は、浄化センターに近いところから上流に向かって整備をすることから、
難波地区では、現在、中通や上難波の整備を行っています。
　今年度は中通で約０．９ヘクタールの整備を予定しています。
　なお、下水道が整備されるまでに時間を要する地域については、合併処理浄化槽を
設置される場合に補助制度をご利用いただくことができます。この難波地区は、補助対
象になる地域と対象外の地域が複雑に入り組んでいますので、くわしくは環境指導課ま
でお問い合わせください。

下水道部

12 大浦駅からスポーツセンターへの道が狭く危
険である。道路拡張の計画はあるのか。

　市道石風呂大浦線の道路改良事業については、平成24年から測量と用地調査に着
手しました。平成25年に詳細設計を終えた後、用地取得に着手し、平成26年4月に必要
な用地の取得を終えています。今後は、8月末頃から一部の区間について、現在約2～
3ｍの道幅を5ｍに拡げる工事に着手する予定としており、平成27年度以降も順次工事
を進めていきます。

都市整備部
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13 国道１９６号下難波交差点は北条市街へ行く
車が数台停車すると、松山へ行く車に影響が
出て渋滞する。国土交通省に働きかけてほし
い。

　国道196号下難波交差点について、平成24年8月に道路を管理する国土交通省松山
河川国道事務所にお伝えし、先月（平成26年6月）、再度、状況を問い合わせたところ、
「この交差点については、今後の交通量及び交通の流れの変化に応じて検討を行って
参りたいと考えております。」との回答をいただきました。

都市整備部

14 まちづくり協議会とは何か。公民館活動との整
合性等がわかりにくく腹入れできない。

　松山市が進める住民主体のまちづくりは、「自分たちのまちは自分たちの手で」という
考えのもと、各種団体が連携、協力しながらネットワーク型の住民自治組織を立ち上
げ、身近な課題の解決や地域の魅力の創出に地域全体で取組んでいこうとするもの
で、その役割を担う組織が「まちづくり協議会」です。
　まちづくり協議会は、社会教育を担う公民館をはじめ、行政との連絡調整役を果たす
自治会（区）、その他の各種団体にもご参加いただき、主体的にまちづくりに取り組むも
ので、住民のより積極的な参画が期待されます。
　松山市では、こうしたまちづくり協議会の設立を推進しており、現在、１5地区で協議会
が、1地区 で準備会が設立されています。
　難波地区でも、ぜひ地域の皆さんでご検討いただき、市民参画まちづくり課に説明す
る機会をいただきたいと考えています。

市民部
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